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～ドイツとフランスの景況格差が一段と拡大～ 
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・ １月のユーロ圏のＰＭＩ総合指数（速報値）は48.2と引き続き好不況の分岐点である50を下回ったが、

４ヶ月連続で前月から悪化ペースが緩和し、景気のモメンタムの底打ちを確認（左図）。ここから、

10-12月期のユーロ圏の実質ＧＤＰ成長率（２月14日に速報値が発表予定）は前期（前期比▲0.1％）

を上回るマイナス幅となる見込みだが、1-3月期には景気に底入れの動きが広がることが示唆される。 

・ 業種別・国別の内訳は、ドイツが製造業・サービス業ともに前月を上回った一方、フランスが製造

業・サービス業ともに前月を下回り、独仏間の景況パフォーマンスの乖離が目立つ。その他ユーロ圏

（イタリア、スペインなど）は引き続き低調ながら前月をやや上回った。 

・ 独仏の景況格差は他のマインド指標でも確認される。１月のドイツのＺＥＷ景況感指数が大幅に改善、

２年半振りの水準を回復した一方、同月のフランスのＩＮＳＥＥ企業景況感指数は前月から低下し、

今次景気サイクルで昨年10月に次ぐ２番目に低い水準で低迷している。フランスの出遅れはとりわけ

サービス業で顕著（右図）で、労働市場を含めた内需部門の活力低下が現れている。11日に労使間で

合意に達した労働市場改革案では、労働市場の柔軟性を確保するとともに、雇用の安定や労働者の処

遇改善にも配慮した。ようやく改革に乗り出したが、改革の成果が現れるには時間が掛かる。 
■ユーロ圏：ＰＭＩ総合指数と実質ＧＤＰ成長率 ■ユーロ圏：ＰＭＩサービス業指数

注：実質ＧＤＰ成長率は前期比年率。 出所：Markit

出所：Markit、Eurostat
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■ＰＭＩ指数（季節調整済み）

2012 2012 2013
1Q 2Q 3Q 4Q 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

ユーロ圏 総合産出指数 49.6 46.4 46.3 46.5 46.4 46.5 46.3 46.1 45.7 46.5 47.2 48.2

製造業ＰＭＩ指数 48.5 45.4 45.1 45.9 45.1 44.0 45.1 46.1 45.4 46.2 46.1 47.5
サービス業業況指数 49.5 46.9 47.1 46.8 47.1 47.9 47.2 46.1 46.0 46.7 47.8 48.3

ドイツ 製造業ＰＭＩ指数 49.9 45.5 45.0 46.3 45.0 43.0 44.7 47.4 46.0 46.8 46.0 48.8
サービス業業況指数 52.9 51.3 49.4 50.0 49.9 50.3 48.3 49.7 48.4 49.7 52.0 55.3

フランス 製造業ＰＭＩ指数 48.4 45.6 44.0 44.3 45.2 43.4 46.0 42.7 43.7 44.5 44.6 42.9
サービス業業況指数 50.8 46.1 48.1 45.2 47.9 50.0 49.2 45.0 44.6 45.8 45.2 43.6

出所：Markit  


